
Color Science Association of Japan

NII-Electronic Library Service

Color 　 Scler ユce 　 Assoclatlon 　 of 　 Japan

日本色彩学会誌　第 36 巻　第 3 号　2012 年　249 − 250
ゴ

＝ ＝コ

一 一

JIS　Z 　8781 ・1 （測色 一パー ト1 ：CIE 測色標準観測者）及び JIS　Z

8781 −2 （一 パー ト2 ：CIE標準イルミナ ン ト）原案作成委員会報告

　　　　　　　　 小松原　仁 （JIS原案作成委員会 委員長／
一

般財団法人日本色彩研究所）

　平成 22年4 月か ら平成 23年 3月 に 日本色彩学会 内 に

原案作成委員会を設置 し，標記原案 の 作成 を行っ た の

で，そ の 経緯 を簡単に報告する．

1．原案作成委員会設置の経緯

　こ の委員会は，CIE で の 国際標準化活動 の
一環 と し

て ，測色に 関す る ISO／CIE規格（ISO　11664：2007）が制

定 され た こ とが きっ かけ で設置さ れ た，測色標準観測

者及 び標準イル ミ ナ ン トに つ い て は，既に ISO／CIEを

翻訳 した JIS　Z　8781 （CIE測色用 イ ル ミ ナ ン ト）及 びJIS

Z8782 （CIE測色標準観測者 の 等色 関数）が制定され て

い る．こ の た め ，委員会で は当初JIS　Z　8781及 び JIS

Z8782の 改正 を 目的 に し て い た ．しか し，　 ISO／CIE の

規格構成 が パ ー
ト制 に変 更 にな っ た こ とか ら，JISの

構成もそれに整合 させ る か どうか を審議 した．他 の 色

彩関連 JISとの 関係か ら現行の 構成を維持する こ とが

好ましい とする 意見 も出され たが，国際
一致規格 とし

て 制 定す る た め ，ISO の 枝番 とJISの 枝 番が
一一一

致 して

い る こ とが使 い 易 い と い う多数意見に従 っ て，パ ー ト

制 を採 用 す る こ と に し た， こ れ に 伴 い ，JIS　Z

8781：1999及 び JIS　Z8782 を 廃止 し，　 JIS　Z　8781−1及 び

JIS　Z　8781−2の 制定原案 を作 成す る こ とに な っ た．

　 こ こ で，ISO とCIE の 関係及び 制 定 JISの 位 置 づ け

を理解す る た め に．JIS原案に は採録 しなか っ た ISO

ll664−1及び CIE　SOI4−1の まえが きを以下 に示す．

　 「ISO （国際標準化機構）は，国家標準団体（ISO 加 盟

団体）の 世界的 な連合体 で あ る．国際規格を作成す る

作業は，ISO技術委 員会 で 作成 される．技術委員会 を

設 立 した 課題 に 関心 の あ る加 盟団体 は技術委員会の 委

員に なる権利 を持 っ て い る．ISO の リ エ ゾ ン で あ る国

際的組織 政府および非政府 は，作業 の
一部を担 っ て

い る．電子技 術 の 標準化 の 全 て の 問題 は，ISO と国際

技術標準会議（IEC）との 緊密 に共同 して行う．

　 ISO　ll664−1は，　 ISO協議会に よ っ て 国際標準化 団体

と し て 認 め られ た 国際照 明委員会に よっ て，CIE標準

CIE　SO14−1／E と して作 られた．投 票 を投 じた加盟団体

の 少な くとも75％ の 賛成が求め られ る 特別 な手続 きの

もとで ，ISO に よ っ て 承認 され．　 ISOfCIE 合同の 刊行

物 として 発行され た．

　国際照 明委員会 （以下 CIE）は，照明 の 科学 と芸術に

関す る全て の事項に つ い て，国際協調 及び加盟 国間 の

情 報 交換 に 貢 献 す る 組 織 で あ る， 国 際 規 格 ISO

11664−1は，CIE 第2部会「光 と放射 の 物理測定」に よ っ

て作 られた，

　ISO 　11664−1は最初 に ISO 　10527：2007と し て ISO に

よ っ て 発行さ れ た．そ して ，そ の 後 に ISO　11664シ リ
ー

ズの パ
ー

ト1として 再番 号が付け られ た ，

　ISO　11664は，全体 的な名称「測色」の 下 に，次 の パ ー

トに よ っ て構成する．

一パ ー
ト1 ：CIE 測色標 準観測者

一パ ート2 ：CIE 標準 イル ミ ナ ン ト

．ゴ 辷 上a⊥三 剋激値璽計篁方法
一パ ー

ト4 ：CIE　l976ガ ゲ が 色空間

一パ ー
ト5 ： C工E19．　76　L“u ’V 色空 間

一パ ー
ト6 ：CIEDE2000

（下線を付けた パ ー
トは筆者が 加筆 し た もの で ，こ の

時点で は ISO として 制定 されて い ない が 既 に 原案が

作成 され て い る もの ，又 は原案が審議中 で あ る もの を

示す，）1
　『国際照 明委員会 に よっ て 作 られ る標準 は，国際的

な調和に 求め られる光及 び 照明 の 様相を定義する デ
ー

タ の簡明 な 文書 で あ る．CIE標準は 国際的に受け入れ

られ，本質的に不変な
一

般 的な標準 シ ス テ ム に採用す

る こ と が で きる 合意 さ れ た 主要 なデ ータ で あ る ．

　 こ の CIE標 準 は，　 ISO　10527：1999／CIE　SOO5：1998と

置 き換える．そ して，CIE理事会 とCIEの 国内委員会

に よっ て 承認 され た ，CIE 第2部会「光 と放射 の 物理測

定」に よ っ て作 られた．

　 こ の 標準は，最初の標準か ら僅 かな変更 を含む．特

に，1931及 び 1964標 準観測者 の 等色関数及び色 度座

標 の 表は，最初 の 標準と同 じで あ る が，標準空気に対

して 適用する こ とを明記 した．』
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2．制定原案概要

　 JIS原案 は，側 日本規格協会 の 公募事業 と して 作 成

された もの で．工 業標準化法に 基づ い て．平成 24年 2

月に 日本 工 業標準 調査会 の審議を経て ，平成 24年 3月

に 経済産業大臣に よ っ て制定された．

　今 lql制定され た JISは，旧 JISで は波長 の定義が 真空

中であ っ た もの を空気中の値に改正する こ とが主目的

で あ っ たが ，原案作成委員会 で の 審議 中に特に 問題 と

なっ た事項及 び規格 の 構成 を以下 に示す，

2，1　 審議中に特に問題とな っ た事項

a）JISの 構 成 を パ ー
ト制 にする こ と に 関する議論 され

た．そ の 内容は前述 の とお りで ある．

b）ISO　11664で は，　 CIE測色標準観測者の 等色 関数の

値及 び CIE測色用標 準イ ル ミ ナ ン トの 値 を 1nm 間隔 で

規 定 し て い る が ，実際 の 測 色 で は，5nm 間隔 又 は

10nm 間隔 の デ
ー

タが測色 計算 に用 い られ る ．こ の た

め．測 色 の 具 体 的 な手 続 き を 規 定 し て い る JIS　Z

8722：2009（色 の測定方法一反射及 び透過物体色 ）との

関係が 分か りづ ら い と の 指摘 があ っ た．1nm 間隔で 測

定する分光放射輝度計が市販 され て い る こ と，化学 分

析 で も 1nm 間隔の データ を利用す る場 合があ る こ とか

ら，ISO　ll664−1 をそ の まま翻訳 して規定 した ．

2 ．2 　JISの構成

2．2．1　JIS　Z 　8781 −1
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7．4　反射率の標準

表 1．CIE1931測色標準観測者 の 等色関数 と色度座標

表 2CIE1964 測色標準観測者の 等色関数と色度座標

附属書 ：参考文献（参考）
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1 標準 　ル 　ナ ン トA

　　的注

　E 標準　 ル 　ナ ン トD65

CIE標準イ ル 　ナ ン トを作 り出す CIE光源

　　 （標準）光源 A

CIE標準イル　ナ ン トD65用 の た め の 光源

3，今後の予定

　ISO　l1664−4及び ISO　ll664−5は JIS　Z　8729として制

定 されて い るが，前述 の 方針に従っ て ，平成 24年度 に

JIS　Z　8781−4及 びJIS　Z　8781−5に分割 ・制定する予定に

な っ て い る．

4 ．原案作成委員会の構成

　　　　　　 氏名

（委員長 ）

（委員）

（関係者〉

（事務局〉

小松原　仁

大嶋　浩 正

木村　哲也

蔀　　洋司

側 垣 　博昭

竹末　泰嗣

鳴瀬　
一

彦

馬場　厚次

馬場　護郎

渕田　隆義

松井　英幸

矢 口　博久

吉川　拓伸

小田　宏行

八 木橋利昭
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財団法人 日本色彩研 究所
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独立行政法人産業技術総合研究所

女子美術大学大学院

日本電色 工 業株式会社

コ ニ カミノルタセン シング株式会社

財団法人 日本規格協会
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